
1分だけ僕にください。この手紙を読んでもら
えません？

どうも、しゅうです。

突然、手紙を送りつけてお願いして、ウザったいですよね。

これには理由があります。

というのも、最近、とても怖いと感じた出来事と、とても嬉しい

出来事が起きました。

僕にとっては人生・ビジネスをゼロから考え直さないといけ

ない...そんな気持ちにさせられる出来事だったんです。

この話をどうしてもあなたにシェアしたい、そう思ったので、

突然ですが、手紙を送りました。

もしあなたが

「10年後、どんな仕事をしているんだろう」

「今の仕事やビジネスを続けていけるんだろうか」

そんな気持ちになったことがあるのなら、この手紙を読んでく

ださい。



1分もかからないと思います。

夜21時、ふらっとコンビニに行った時、目の
前が真っ暗になるような衝撃を受けたんで

す...

僕のことについて少しだけ話させてください。

今年の12月で33歳、そして、派遣社員じゃなくなって独立し
てから3年経ちます。

僕の中では人生が大きく変わった3年になり、嬉しい感情を
持ちつつ、自分の人生に、よりまっすぐ向き合う気持ちで、

今まで以上に仕事を頑張っていました。

そんな中、最近ふらっと立ち寄ったファミリーマートで衝撃を

受けた出来事があったんです...

それは、夜の21時ぐらいにファミリーマートで働いていたあ
る男性を見ました。



仕事も定年してしばらく経った70歳代か80代ぐらいに見える
男性だったのですが...その男性の働く姿がこんなふうに見え
たんです。

「つらい...なんでこんな歳になっているのに、こんなに体力的
にキツイ仕事をしないといけないんだ。なんで、自分の子供

より年下の若者に命令されないといけないんだ...」

僕にはそんなふうに見えてしまいました。

もちろん、これまで歩んできたこの方の人生を何も知らず

に、こんなことを勝手に考えるのはとても失礼だと思います

し、こんなふうに思っているかどうかは分かりません。

でも、もし僕が同じ立場になったら、こう思うかもしれない...
そんな気持ちが沸いてきて、胸が張り裂けそうになりました。

ニュースなどで老後2000万円問題と言われていたので、全
く知らなかったわけではありません。

でも、この時に3年前の僕を思い出したんですよね。



当時の僕はそういう報道を聞いても、自分にはあんま関係

ないかな？と他人事で甘く考えていました。

でも、3年前

「現実はそんなことない」

ということを、同じように家の近くにあったセブンイレブンの男

性から突きつけられ、目の前が真っ暗になるような衝撃を受

けたんです。

もちろん最近見た男性とは同じ人ではなくて別の人だったん

ですけど、3年前の衝撃は相当でした。

というのも、当時僕が派遣社員とビジネスを並行してやって

いたからです。

だから、ふと最近コンビニの男性を見た時に、この過去の感

情を思い出したと同時に、改めて衝撃的な気持ちが沸い

ちゃったんですよね。

60歳を過ぎても、活躍し続ける方も見てきま
した...



僕が新卒で働いていた製薬会社で、60歳を超えて仕事をし
ている男性がいました。

その男性は、再雇用という形で働いてたんですが、先ほどの

コンビニの方とは全く違いました。

再雇用されると、給料が下がったり、重要な仕事は任されな

くなったりすることが一般的なようですが、その男性は違った

んです。

車内で重要な役割の仕事をバリバリこなして活躍し、周りか

らも頼りにされていました。

仕事をしなくても十分に生活できるだけの退職金をもらって

いたという話も聞いてたのですが、今思えば、60歳を過ぎて
からも仕事にやりがいを感じてたんだと思います。

こういう方を見てきたこともあって過去の僕は

「なんだかんだで、歳を取っても安定して暮らせる」

そんな夢物語を信じていたんだと思います。

そして自分も、きっと将来は安定を手に入れるだろうと...。



でも、現実は違うということが、今ではよく分かります。

この2人にとんでもない差が、生まれたのは
なぜなのか？

もちろんこれは僕の推測ですので、全く違うかもしれません

が、片方はお金のために自分の感情を押し殺して働いてい

る状況。

もう一方はお金があって、仕事にもやりがいを感じて、活躍

している状況。

この2人の姿を考えた時に、この違いは一体なんなんだろう
か？と思ったんです。

「なにが、ここまでの差を生み出したんだろう...」

ぼんやりとそんなことを頭の中で考えるようになりました。



そして、少し経ってから、このことをビジネスの先輩と雑談し

ている時にポロッと話したんです。

そしたら、その先輩は当たり前のように答えました...

違いは「技術」や「資産」を持っているかどう

か

僕はハッとしました。

こんな単純なことだったんです。

再雇用後もバリバリ働いていた男性を振り返ってみると完全

に当てはまっていました。

その方は「その人がいなければ売上が立たない」という人

だったんです。

当時の仕事の詳細は伝えにくいので省きますが、その「技

術」も「今まで仕事で積み上げてきた資産」も持っている人で

した。



60代70代になった時に使える武器を持っているかいない
か、これが、僕が感じた2人の差になっているのではないか
と思ったんです。

60代70代になっても使える武器さえあれば、それを使ってお
金を生み出すことができると思います。

お金を貰うってことだけを考えたら、なんの技術もなく資産が

なくても、がむしゃらに働けば、なんとか収入を得られるかと

思います。

でも、もし60代70代になったらそうはいきません。

60代70代になっても使い続けられるような技術や資産を持
ちたいとなれば、体力に頼るものでは厳しいと考えていま

す。

できれば、体力ではなく、頭を使うような技術があればベスト

なのではないかと思います。



まだ、30歳ちょっとなのにこんなことまで考えるのは、変な気
もしていますが、本当にそう感じています。

だから、僕は会社員を選ばず独立して個人起業したわけで

すし。

以前の僕は、安定が大好き、収入はもらうもの、と考えてま

したから、自分の仕事の価値観や人生観が数年でここまで

変わるとは思ってもみませんでした。

すでに「技術」や「資産」を持っているかもしれ

ません。だけど、もし...

あなたは、こんなこと既に知っていることで、「技術」や「資

産」を持っているかもしれません。

でも、僕にとっては、改めてハッとさせられた出来事だったの

で、もしかしたら、この話が僕と同じようにすごく意味のある

キッカケになるかもしれない...

そう考えて、この手紙を書きました。



もしあなたが、僕と同じように感じて、これから身につける

「技術」や「資産」の候補として今思い当たるものがないのな

ら...

候補の1つとして、僕が身をもって価値を感じているものをお
話しさせてください。

それが依存脱却型コンテンツビジネスの技術です。

というのも僕は今、会社から独立して個人起業していること

もあり、依存脱却型コンテンツビジネスの技術を身につける

ことの価値を痛いぐらいに味わっています。

実績0で稼いだ経験のない人がビジネスをやっても全然売
れなかった状態から、技術を身につけたことで売上をガツン

とあげる瞬間を何度も見てきました。

こんな技術を身につけることができれば、収入に困ることな

んてないだろう、というのは肌で感じています。

こういうことを実感していたので、僕は依存脱却型コンテンツ

ビジネスの技術の価値をわかっていたつもりでした。



ですけど、こういった技術を持っているかどうかで、60代70
代になったときに、ここまで大きな差が生まれるとは思って

いませんでした。

なぜなら、頭に入った技術は資産にもなるからです。

このことに気づいてから、僕にとって依存脱却型コンテンツ

ビジネスの価値がより大きなものになっています。

40代から依存脱却型コンテンツビジネスマン
として独立して活躍している方がすでにいま

す

そして、今回このタイミングで手紙を送ろうと思ったもう1つの
理由が、ある方が、コンテンツビジネスで活躍し、フリーラン

サーを楽しんでいることです。

これまでに依存脱却型コンテンツビジネスを会得した人たち

の中には、人生を大きく変えた方もいます。



例えば、47歳でフリーランスのAさんはやりがいのあるジャ
ンルのビジネスで仕事をバリバリこなしています。

こんなふうに、Aさんに

「自分の好きな仕事、クライアントさんからの感謝、他者に依

存せずに得られる収入」

を与えてくれる依存脱却型コンテンツビジネスの存在は、自

分の将来を考え直すきっかけとなった出来事で、僕にとって

これまで以上に価値のあるものになったんです。

なので、正真正銘の依存脱却型コンテンツビジネスマンが

生まれたことは、今まででより嬉しく、とても意味あることに

感じました。

もし、あなたが依存脱却型コンテンツビジネスの技術につい

て、興味を持ったならこの手紙の最後にある僕の動画をご

覧ください。

シングルマザーの方やフリーランスの方など、依存脱却型コ

ンテンツビジネスマンの方がどんな活躍をしているのか？と

いうことを見れます。



依存脱却コンテンツビジネスに興味を持った

ならこの手紙の最後にある動画を見てみてく

ださい

2度目にはなりますが、もしいま「技術」や「資産」で思い当た
るものがないのであれば、、、依存脱却型コンテンツビジネ

スの技術とはどういうものなのか？

少しだけでも見てみてください。

正直にいうと、この依存脱却型コンテンツビジネスの技術が

あなたに合うかどうかというのは、僕にはわかりません。

それをご自身の目で確かめていただきたいと思い、動画も

添付しました。

そして、これだけは言えます。

僕が知っている限りでは、体力を消耗し仕事にならない・今

後なくならない仕事・裁量権を自分で持てる、という意味で、

これ以上の技術はないと思います。



なので、動画を見て自分に合うかどうか確かめてもらう価値

がある、と僕は思います。

それでは、最後まで手紙を読んでいただき、ありがとうござ

いました。

この手紙があなたのお役に立てれば嬉しいです。

しゅう

P.S.

この手紙を送ることになったので、急遽、予定していなかっ

た依存脱却コンテンツビジネスマン育成講座を開催すること

になりました。詳細は9月18日（月）に送ります。無料で参加
できます。もし興味を持った方は参加してください。

インタビュー動画：ドン底の2ヶ月後...月120万達成！派手な
ローンチなし

https://www.youtube.com/watch?v=nTD8HJzjHZY

https://www.youtube.com/watch?v=nTD8HJzjHZY


インタビュー動画：売上0...コンセプト不明瞭だったが...25万
完全逆オファーのビジネスを構築

https://www.youtube.com/watch?v=1MmZmhjNJ44

インタビュー動画：完全実績0から1プロモーション100万を達
成

https://www.youtube.com/watch?v=VL1gdJi1rks

https://www.youtube.com/watch?v=1MmZmhjNJ44
https://www.youtube.com/watch?v=VL1gdJi1rks

